
331億
8,210万円

歳出
346億
820万円

歳入

地方交付税
97億1,707万円
28.1%

地方交付税
97億1,707万円
28.1%

市税
76億6,632万円
22.2%

市税
76億6,632万円
22.2%

繰越金
13億9,198万円
4.0%

繰越金
13億9,198万円
4.0%

国庫支出金
46億1,588万円
13.3%

国庫支出金
46億1,588万円
13.3%

繰入金
13億9,906万円
4.0%

繰入金
13億9,906万円
4.0%

県支出金
18億9,967万円
5.5%

県支出金
18億9,967万円
5.5%

市債
33億7,940万円
9.8%

市債
33億7,940万円
9.8%

地方消費税交付金
16億3,532万円
4.7%

地方消費税交付金
16億3,532万円
4.7%

そのほか
29億351万円
8.4%

そのほか
29億351万円
8.4%

民生費
112億2,748万円
33.8%

民生費
112億2,748万円
33.8%

総務費
51億1,673万円
15.4%

総務費
51億1,673万円
15.4%

衛生費
40億7,093万円
12.3%

衛生費
40億7,093万円
12.3%

公債費
33億1,050万円
10.0%

公債費
33億1,050万円
10.0%

土木費
27億8,676万円
8.4%

土木費
27億8,676万円
8.4%

教育費
25億9,825万円
7.8%

教育費
25億9,825万円
7.8%

消防費
24億4,309万円
7.4%

消防費
24億4,309万円
7.4%

農林水産業費
8億8,315万円
2.7%

農林水産業費
8億8,315万円
2.7%

そのほか
7億4,521万円
2.2%

そのほか
7億4,521万円
2.2%

一
般
会
計
決
算

　
令
和
６
年
度
一
般
会
計
の
決
算
は
、

歳
入
3
4
6
億
8
2
0
万
円
、
歳
出

３
３
１
億
８
、
2
1
0
万
円
で
、
歳

入
歳
出
の
差
引
額
14
億
２
、
６
１
０

万
円
か
ら
翌
年
度
に
繰
り
越
す
べ
き

財
源
１
億
５
、
４
５
７
万
円
を
控
除

し
た
実
質
収
支
額
は
、
12
億
７
、
１

５
３
万
円
と
な
り
ま
し
た
。

問
い
合
わ
せ
先

財
政
課
財
政
班

☎
62
‐
５
３
１
６

皆
さ
ん
が
納
め
た
税
金
な
ど
の
使
い
道
や
、

市
の
財
産
、
市
が
借
り
て
い
る
お
金
は
ど
の
く
ら
い
に
な
っ
た
か
な
ど
を

知
っ
て
も
ら
う
た
め
、
令
和
６
年
度
の
決
算
を
公
表
し
ま
す
。

市民１人当たりに
 使われたお金

53万9千円
（前年度比 ＋6.9％）

市民１人当たりが
 負担した市税

12万5千円
（前年度比 ▲0.8%）

人口　61,510人
（前年度比 ▲770人）
（令和７年３月31日現在）

令和６年度一般会計決算

固定資産税
32億950万円
固定資産税

32億950万円普通建設事業費
44億2,451万円
普通建設事業費
44億2,451万円

物件費
36億5,319万円

物件費
36億5,319万円

そのほか
37億5,286万円

そのほか
37億5,286万円

市たばこ税
5億6,310万円
市たばこ税

5億6,310万円

都市計画税
2億6,399万円
都市計画税

2億6,399万円

軽自動車税
2億5,877万円
軽自動車税

2億5,877万円

市民税
33億6,186万円
市民税
33億6,186万円

扶助費
69億8,657万円
扶助費
69億8,657万円

人件費
61億9,656万円
人件費
61億9,656万円

補助費等
48億5,791万円
補助費等
48億5,791万円

公債費
33億1,050万円

公債費
33億1,050万円

入湯税
909万円
入湯税
909万円

性質別歳出の内訳 市税の内訳

民生費…児童、高齢者、障がいのある人などの社会福祉にかかる経費
総務費…庁舎管理や税金の徴収、住民票などの発行にかかる経費
衛生費…�健康増進や疾病予防、ごみ処理や環境保全、旭中央病院への負担金などにかかる経費
公債費…事業を行うために市が借り入れたお金の返済にかかる経費
土木費…道路や公園などの整備や維持管理にかかる経費
教育費…学校教育、生涯学習、スポーツ振興などの教育行政にかかる経費
消防費…消防や防災にかかる経費
農林水産業費…農業や水産業などの振興にかかる経費
そのほか…議会の運営、商工業・観光の振興や就労支援などにかかる経費

都市計画税
　公園や街路の整備、公共下水道など
の都市計画事業に活用
入湯税
　観光施設の整備や観光振興、消防施
設の整備などに活用

※各数値は表示単位未満を四捨五入しているため、合計と内訳が一致しない場合があります。

※�決算書や財務書類などは、
市ホームページで確認で
きます。

目
的
税
の
使
い
道

歳
出
用
語
の
解
説

令
和
６
年
度 

決
算
の
公
表

旭
市
の
財
政
状
況
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旭市の財政状況　令和６年度 決算

給与 （前年度比）
（市税、地方譲与税、交付金） 161万円（▲5万円）
親からの援助
（地方交付税、国庫・県支出金）251万円（▲14万円）
家賃収入
（分担金、負担金、使用料、手数料、財産収入など）

10万円（▲1万円）
前年の残金
（繰越金） 22万円（▲1万円）
貯金の引き出し
（繰入金） 22万円 （5万円）
そのほか
（寄附金、諸収入） 18万円（▲1万円）
ローンの借り入れ
（市債） 52万円 （17万円）
合　計 536万円

食費 （前年度比）
（人件費）※1 96万円（▲1万円）
医療費など
（扶助費）※２ 108万円 （1万円）
ローンの返済
（公債費）※３ 51万円（▲2万円）
光熱水費や通信費など
（物件費、補助費等）※４、※５ 132万円（▲8万円）
家や家財、車の修繕費
（維持補修費、普通建設事業費など）※６

71万円 （13万円）
貯金や投資
（積立金、投資及び出資金など）※７

20万円 （同額）
子どもへの仕送り
（繰出金）※８ 36万円（▲3万円）
合　計 514万円

給与
30.0%
給与
30.0%

食費
18.7%
食費
18.7%

医療費など
21.1%
医療費など
21.1%

ローンの返済
10.0%
ローンの返済
10.0%

光熱水費や通信費など
25.6%
光熱水費や通信費など
25.6%

家や家財、車の修繕費
13.8%
家や家財、車の修繕費
13.8%

貯金や投資
3.8%
貯金や投資
3.8%

子どもへの仕送り
7.1%
子どもへの仕送り
7.1%

親からの援助
46.9%
親からの援助
46.9%

家賃収入
1.9%
家賃収入
1.9%

貯金の引き出し
4.0%
貯金の引き出し
4.0%

前年の残金
4.0%
前年の残金
4.0%

そのほか
3.3%
そのほか
3.3%

ローンの借り入れ
9.8%
ローンの借り入れ
9.8%

収入 支出

市の決算を家計に置き換えてみると
一般会計の決算を年収536万円※の家計に置き換えてみました。
※令和６年国民生活基礎調査の１世帯当たりの平均所得金額を参考に算出。

※１ 人件費…職員の給与や議員報酬など
※２ 扶助費…生活保護、障がい者支援、医療費助成、児童手当の給付などに使ったお金
※３ 公債費…国や金融機関から借りたお金の返済に使ったお金	
※４ 物件費…光熱水費、消耗品費、業務委託料など
※５ 補助費等…各種団体への補助金や負担金など
※６ 維持補修費、普通建設事業費…道路や公園、学校など公共施設の建設や改修などに使ったお金	
※７ 積立金…市の貯金（基金）に積み立てたお金
※８ 繰出金…特別会計の歳入を補うために使ったお金	

収　入 支　出
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市の実質負担額
178億3,086万円
市の実質負担額
178億3,086万円

地方交付税
算入見込額

（算入割合 62.5％）
296億9,927万円

地方交付税
算入見込額

（算入割合 62.5％）
296億9,927万円

地方交付税算入見込額
（算入割合 86.8%）
239億5,579万円

地方交付税算入見込額
（算入割合 86.8%）
239億5,579万円

市の実質負担額
36億3,238万円
市の実質負担額
36億3,238万円

二
つ
の
比
率
で
健
全
度
を
チ
ェ
ッ
ク

　
地
方
公
共
団
体
の
財
政
破
綻
を
防

ぐ
た
め
の
健
全
度
チ
ェ
ッ
ク
と
、
財

政
状
況
を
よ
り
明
ら
か
に
す
る
た
め

「
健
全
化
判
断
比
率
」
と
「
資
金
不

足
比
率
」
の
算
定
・
公
表
が
義
務
付

け
ら
れ
て
い
ま
す
。

●
健
全
化
判
断
比
率

　
チ
ェ
ッ
ク
す
る
指
標
に
は
、
赤
字

額
、
借
金
の
返
済
割
合
、
将
来
へ
の

負
担
な
ど
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
ら
の

指
標
が
早
期
健
全
化
基
準
を
上
回
る

と
、
破
綻
へ
の
危
険
信
号
が
と
も
る

「
財
政
健
全
化
団
体
」
に
な
り
、
財

政
再
生
基
準
を
上
回
っ
た
場
合
は
、

企
業
の
倒
産
状
態
と
同
じ
「
財
政
再

生
団
体
」
と
な
り
ま
す
。

　
令
和
６
年
度
の
決
算
に
赤
字
は
な

く
、
全
て
の
指
標
で
国
が
示
す
早
期

健
全
化
基
準
を
大
き
く
下
回
り
ま
し

た（
表
①
）。

●
資
金
不
足
比
率

　
公
営
企
業
の
資
金
不
足
額
を
料
金

収
入
の
規
模
と
比
較
し
て
、
経
営
状

況
の
深
刻
度
を
表
す
指
標
で
す
。

　

令
和
６
年
度
も
公
営
企
業
会
計

（
水
道
事
業
、
公
共
下
水
道
事
業
、
農

業
集
落
排
水
事
業
）で
「
資
金
不
足

額
な
し
」と
な
り
、
経
営
健
全
化
基
準

の
20
％
を
大
き
く
下
回
り
ま
し
た
。

市
債（
市
が
借
り
て
い
る
お
金
）は

有
利
な
地
方
債
で

　
市
で
は
、
お
金
を
借
り
よ
う
と
す

る
際
「
実
質
公
債
費
比
率
」
や
「
将

来
負
担
比
率
」
が
高
く
な
ら
な
い
よ

う
、
地
方
交
付
税
算
入（
国
が
借
金
返

済
額
の
一
定
額
を
交
付
税
で
配
慮
す

る
）の
あ
る
有
利
な
地
方
債
を
選
ん

で
借
り
て
い
ま
す（
表
②
）。

表②：市債の現在高と市の実質負担額
全会計 うち一般会計

〔市債現在高〕275億8,817万円〔市債現在高〕475億3,013万円

旭市の財政状況　令和６年度 決算

令
和
６
年
度
も
健
全
な
財
政
運
営
を
維
持

ー
赤
字
や
資
金
不
足
な
し
ー

水道事業会計

収益的収入 16億5,603万円

収益的支出 14億1,501万円

資本的収入 2億3,648万円

資本的支出 4億8,879万円

公共下水道事業会計

収益的収入 5億8,667万円

収益的支出 5億1,107万円

資本的収入 1億9,015万円

資本的支出 3億       7万円

農業集落排水事業会
計

収益的収入 8,889万円

収益的支出 6,494万円

資本的収入 2,049万円

資本的支出 3,003万円

公営企業会計の決算

病院事業債管理特別
会計

歳入 30億7,412万円

歳出 30億7,412万円

国民健康保険事業特
別会計（事業勘定）

歳入 78億3,267万円

歳出 77億5,724万円

国民健康保険事業特
別会計（施設勘定）

歳入 7,283万円

歳出 6,285万円

後期高齢者医療特別
会計

歳入 8億8,335万円

歳出 8億5,993万円

介護保険事業特別会
計

歳入 58億   100万円

歳出 56億4,867万円

特別会計の決算

事業名 決算額

電算システム運用事業 3億5,255万円

定額減税調整給付金給付事業 5億   553万円

児童手当給付事業 9億   306万円

保育所統合整備事業 6億7,045万円

感染症予防対策事業 1億8,432万円

環境衛生事務費 6億5,459万円

新規就農総合支援事業 2,391万円

園芸生産強化支援事業 4,616万円

観光イベント事業 2,503万円

蛇園南地区排水路整備事業 2億   678万円

飯岡海上連絡道三川蛇園線整備事業 3億5,271万円

消防庁舎整備事業 6億5,696万円

防災行政無線等整備事業 5億4,617万円

スポーツ振興事業 2,327万円

学校給食センター運営費 5億3,894万円

一般会計決算における主な事業

表①：健全化判断比率
指 標 算定結果 早期健全

化基準
財政再生

基準 指標の説明

実質赤字
比率

赤字額
なし 12.56% 20.0% 一般会計などで、どの程度の赤

字があるかを示すもの
連結実質
赤字比率

赤字額
なし 17.56% 30.0% 市全体で、どの程度の赤字があ

るかを示すもの
実質公債費
比率 9.8% 25.0% 35.0% 市債の返済などに、どの程度の

負担が見込まれるかを示すもの
将来負担
比率 なし 350.0% 将来、どの程度の負担が見込ま

れているかを示すもの
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